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放射線技師として必要な知識を習得する。

研修プログラム（放射線技師）　　令和4年度版

項目 採用2年目以降（2～3年目目安）

技
術
的

①一般撮影
□救急や感染現場など不規則な局面にあっても、迅速に業務判断が可能

□情報システムや医療画像の仕組みを理解し適切な運用及び検査結果の
正しい情報提供

②CT検査
□装置性能を理解したCTプロトコール作成の習得

□ワークステーションを使用した医療支援画像作成の会得

□検査理由を理解し適切な撮影を行うことができる。

③MRI
□臨床への理解を深め有意義なMR画像の情報提供が可能。

□MRI対応ペースメーカーの正しい取扱いと撮影が可能。

□検査理由を理解し適切な撮影を行うことができる。

管
理
的

□医療チームの一員として他部門と協力しながら円滑に連携を行う。

□医療機器の機器管理（日常点検項目）の実施

□新採用者に基本的な撮影を教えることができる。

外
部
研
修


